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2024年

4月号

インカムなどのアナログ方式無線機が、
2024年12月から使えなくなります。

な
ぜ
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
無
線

機
が
使
え
な
く
な
る
の
か
？

　
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や
イ
ン

カ
ム
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

や
店
内
連
絡
用
無
線
の
よ

う
な
「
無
線
機
」
は
、
飲
食

店
や
作
業
現
場
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
な
ど
、
現
場
で
働
く
従

業
員
の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
し

か
し
、
電
波
法
の
改
正
に
よ

り
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
周
波

数
を
用
い
る
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
や
イ
ン
カ
ム
な
ど
の

「
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機
」
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
1
日
以

降
は
一
部
を
除
い
て
使
用
で

き
な
く
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
無

線
機
な
ど
別
の
通
信
手
段

に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
禁
止
の
対
象
と
な
る

「
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機
」と
は
、

音
声
の
波
を
ア
ナ
ロ
グ
信

号
と
し
て
電
波
に
乗
せ
て

相
手
に
届
け
る
無
線
機
の

こ
と
で
す
。
ア
ナ
ロ
グ
無

線
機
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
こ

の
電
波
の
存
在
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
電
波
は
、
実
は
有
限
で

希
少
な
資
源
で
す
。
電
波

を
使
う
シ
ー
ン
は
、
携
帯

電
話
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

放
送
、
ス
マ
ホ
で
の
音
声

や
画
像
の
送
信
、
消
防
や

警
備
の
現
場
な
ど
年
々
増

加
し
て
お
り
、電
波
の
ひ
っ

迫
を
避
け
る
た
め
、
今
回

の
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
は
こ
の
ア
ナ
ロ
グ

無
線
機
の
使
用
禁
止
ル
ー

ル
は
、2
0
2
2
年
1
2

月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
2
年
延
期
さ
れ
ま

し
た
。

ど
の
よ
う
な
機
器
が
使
用

で
き
な
く
な
る
の
か
？

　
電
波
法
改
正
に
よ
っ
て

使
用
で
き
な
く
な
る
通

信
機
器
は
、
以
下
の
3

種
類
で
す
。

●
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機

（
3
5
0
M
H
z
帯
）

●
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機

（
4
0
0
M
H
z
帯
）

●
特
定
小
電
力
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
（
旧
規
格
）

　
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機
の

中
に
は
、
周
波
数
が

「
1
5
0
M
H
z
帯
」
の

も
の
も
存
在
し
ま
す
。

こ
の
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機

に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
使
用
が
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
定
小
電
力

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
つ

い
て
は
、「
ス
プ
リ
ア
ス
」

（
所
定
の
周
波
数
を
外

れ
た
電
波
）
の
規
格
に

よ
っ
て
、
使
用
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
新
ス
プ
リ
ア
ス
規

格
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

で
あ
れ
ば
、
引
き
続
き

ア
ナ
ロ
グ
で
も
使
用
で

き
ま
す
が
、
旧
ス
プ
リ

ア
ス
規
格
の
も
の
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。コ
ー

ド
レ
ス
電
話
や
P
H
S
に

つ
い
て
も
、
旧
ス
プ
リ
ア

ス
規
格
を
採
用
し
て
い
る

機
器
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
基
準
に
該
当
し
た
無
線

機
を
、
そ
の
ま
ま
所
持
し

て
い
て
も
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
誤
っ
て

使
用
し
た
場
合
、
電
波
法

違
反
と
し
て
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

1
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た

は
1
0
0
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

d
o
c
o
m
o
ビ
ジ
ネ
ス 

H
P
よ
り
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エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
、
千
葉 

香
取
神
宮
御
田
植
祭(

〜
2
日)

栃
木 

日
光
輪
王
寺
強
飯
式

京
都 

平
野
神
社
桜
祭
、
新
潟 

糸
魚
川
け
ん
か
祭
り(

〜
11
日)

世
界
保
険
デ
ー
、
灌
仏
会
・
花
ま
つ
り

清
明
、
埼
玉 

秩
父
神
社
御
田
植
祭

サ
ン
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
の
日
（
本
の
日
）

東
京 

靖
国
神
社
春
祭(

〜
23
日)

栃
木 

日
光
二
荒
山
神
社
弥
生
祭(

13
日
〜
）

穀
雨
、
岐
阜 

気
多
若
宮
神
社
古
川
祭(

〜
20
日)

奈
良 

興
福
寺
文
殊
会

岩
手 

日
高
火
防
祭

昭
和
の
日
、山
形 

米
沢
上
杉
ま
つ
り(

〜
5
月
3
日)

京
都 

壬
生
狂
言(

29
日
〜
5
月
5
日)

奈
良 

当
麻
寺
練
供
養
会
式

岐
阜 

日
枝
神
社
春
の
高
山
祭(

14
日
〜)

滋
賀 

大
津
日
吉
大
社
山
王
祭(

〜
15
日)

和
歌
山 

熊
野
本
宮
大
社
例
大
祭(

〜
15
日)

茨
城 

笠
間
稲
荷
神
社
例
大
祭
、
滋
賀 

長
浜
曳
山
ま
つ
り(

〜
17
日)

１日（1952年）

作者は手塚治虫。1968
まで続く人気漫画に。
1963年にはアニメ化さ
れ、平均視聴率30%を
超える人気を博した。

2日（1922年）

日本の週刊誌の老舗。
同年2月25日に創刊。3
月は5・15・25日に発売
され、この日より週刊化
された。

3日（1961年）

5分間の音楽番組。「山
口さんちのツトム君」や
「切手のないおくりも
の」等のヒット曲が生ま
れた。

4日（1978年）

人気アイドル歌手グルー
プのキャンディーズが、
後楽園球場で解散コン
サートを行う。

7日（1947年）

労働時間や賃金、休日
など労働に関する諸条
件を規定した「労働基
準法」が公布される。

8日（1900年）

山陽鉄道（現：JR）で日
本初の寝台車の使用を
開始。定員は16人で上
下2段式の寝台。

9日（1667年）

パリのパレロワイヤル
で世界初の美術展が開
催される。のちに「美術
展の日」と制定される。

10日（1959年）

明仁様（現：天皇）と美
智子様（現：皇居）がご
結婚され「ミッチーブー
ム」が頂点に達する。

13日（1888年）

東京・上野に日本初の珈
琲専門店「可否茶館」
が開店。コーヒー一杯
の値段は1銭5厘。

14日（1912年）

イギリスの豪華客船「タ
イタニック号」が沈没。
2000人を超える乗客・
乗組員のうち約1500人
が犠牲になった。

15日（1983年）

千葉・浦安にある東京
ディズニーランドが開
園。日本の代表的な
テーマパークとなる。

16日（1988年）

スタジオジブリ制作の
長編アニメ。テレビ放映
も繰り返し行われ高視
聴率を記録している。

19日（1800年）

日本全国を測量し地図
を作成した伊能忠敬が、
蝦夷地の測量に出発。こ
のことから「地図の日」
定められている。

20日（1901年）

大正の教育者の成瀬仁
蔵によって日本で最初
の女子大学「日本女子
大学」が開校される。

21日（1934年）

ハチ公の飼い主だった
東京大学の故上野教授
の夫人と、当時まだ生
きていたハチ公も参
加。

22日（1950年）

「ミス日本コンテスト」
が開催。最初の受賞者
は、後に映画女優として
活躍した山本富士子。

25日（1963年）

国鉄大阪駅前に完成。
子供たちを交通事故か
ら守ろうと「大和ハウ
ス」が寄贈したもの。

26日（1959年）

巨人の王貞治が初ホー
ムランを打つ。それまで
開幕以来26試合連続無
安打という成績だっ
た。

5日（1958年）

3番サードで先発出場
するが、国鉄スワローズ
の金田正一投手に4打
席連続三振を喫する

6日（1975年）

クイズ番組「パネルクイ
ズアタック25」の放送
が開始される。初代司
会者の児玉清は36年間
司会を務めた。

11日（1974年）

ボクシングの世界チャン
ピオンにガッツ石松が勝
利したときにとったポー
ズ。後に流行語となっ
た。

12日（1961年）

ソ連で有人宇宙衛星船
の打ち上げに成功。ガ
ガーリンの「地球は青
かった」は当時の流行
語に。

17日（1947年）

国民に安定した雇用機
会を確保することを目
的とした施設。厚生労
働省が設置。

18日（1885年）

「特許法」の前身「専売
特許条例」が公布。第1
号は「錆止め塗料とそ
の塗り方」の特許であっ
た。

23日（1914年）

「森永製菓」がポケット
用箱入りミルクキャラメ
ルを発売。値段は今の
価値に換算すると約千
円。

24日（1932年）

目黒競馬場で「第1回東
京優駿大競走」（現：日
本ダービー）が開催され
る。

29日（1942年）

「新交響楽団」の運営
にNHKが参画。「日本
交響楽団」（NHK交響
楽団」の前身）に改称す
る。

30日（1960年）

ソニーが世界初の直視
型トランジスタテレビ
を発売。当時、パーソナ
ル使用は先進的商品。

27日（1917年）

京都～東京間で「東海
道五十三次駅伝競走」
が行われる。日本の陸
上競技・駅伝の始ま
り。

28日（1937年）

第1回文化勲章の授与
式が行われ、長岡半太郎
（物理学）、木村栄（天
文学）らが受賞する。

４月（卯月・April）

鉄腕アトム
連載開始

週刊朝日が
週刊化される

みんなのうた
放送開始

キャンディー
ズ解散

労働基準法
公布

日本初寝台車
の使用開始

長嶋茂雄公式
戦デビュー

アタック25
放送開始

世界初の
美術展開催

皇太子と美智
子様ご結婚

日本初の珈琲
専門店開店

タイタニック
号沈没

ガッツポーズ
誕生

世界初の有人
宇宙飛行船

ディズニーラ
ンド開園

となりのトト
ロ劇場公開

伊能忠敬が
測量に出発

日本初の女子
大学開校

公共職業安定
所発足

専売特許条例
公布

忠犬ハチ公の
銅像除幕式

第1回ミス日本
開催

日本初の横断
歩道橋完成

王貞治が
初ホームラン

森永がキャラ
メルを発売

日本ダービー
開催

日本交響楽団
創立

世界初トラン
ジスタテレビ

日本初の駅伝
大会開催

第1回文化勲
章授与式
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日
本
初
の
終
活
ス
ナ
ッ
ク

　
日
本
初
の
「
終
活
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
常
設
の
ス
ナ
ッ
ク

「
め
め
ん
と
も
り
」
が
開
業
。

終
活
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
を
務
め

る
代
表
・
村
田
は
、
日
本
に
海

洋
散
骨
を
広
め
た
パ
イ
オ
ニ

ア
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
死
を
み

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
死
に
つ
い

て
オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る
場
が
必

要
と
感
じ
、「
死
」と「
生
」に
つ

い
て
気
軽
に
語
り
、
訪
れ
る

人
々
が
自
身
の
終
活
に
つ
い
て

考
え
、
自
由
に
話
し
合
う
機
会

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
店
内
に
常
設
さ
れ
て
い
る

葬
送
ブ
ラ
ン
ド
G
R
A
V
E 

T
O
K
Y
O
の
デ
ザ
イ
ン
棺
に

入
る
「
入
棺
体
験
」
に
よ
り
、

実
際
に
あ
の
世
へ
の
旅
立
ち
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
2
4
年
2
月
5
日 

P
R 

T
I
M
E
S

(

Y
O
M
I 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
株
式
会
社)

2
0
2
4
年
2
月
1
7
日
　
読
売
新
聞

家
族
葬 

身
近
な
人
と
送
り
た
い

コ
ロ
ナ
禍
後
71
%
　
業
界
、出
店
競
争
激
し
く

　
20
席
程
度
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
式
場
の
す
ぐ
隣
に
控
室
が

あ
る
。
食
事
ス
ペ
ー
ス
と
式

場
の
間
に
間
仕
切
り
は
な

く
、
キ
ッ
チ
ン
も
利
用
で
き

る
。葬
儀
大
手
の
公
益
社(

大

阪
府
・
東
京
都)

は
昨
年
、

家
族
葬
専
用
の
会
館
「
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
の
運
営

を
始
め
た
。
現
在
、
大
阪
と

東
京
に
計
6
施
設
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
て
い
る
。

　「
今
の
葬
儀
は
家
族
葬
が

主
流
。
故
人
を
、
身
近
な
人

と
ゆ
っ
く
り
送
り
た
い
と
い

う
人
が
多
い
」
と
同
社
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
事
業
推
進

室
室
長
・
奥
野
剛
士
さ
ん
は

話
す
。
家
族
葬
に
厳
密
な
定

義
は
な
い
が
、
家
族
や
親
し

い
人
に
よ
る
葬
儀
を
さ
す
。

参
列
者
が
数
人
の
場
合
も
あ

る
。

　
高
齢
化
も
背
景
の
一
つ
と

い
う
。
高
齢
で
亡
く
な
る
人

が
増
え
、
知
人
ら
の
参
列
が

難
し
い
。
職
場
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
切
れ
て
い
る
例

も
多
い
。
従
来
の
会
館
で
は

「
広
す
ぎ
て
寂
し
い
」
な
ど
の

声
も
あ
り
、
専
用
施
設
運
営

に
乗
り
出
し
た
。
家
族
葬
プ

ラ
ン
は
、
通
常
価
格
5
8
万

円
。
同
社
な
ど
を
傘
下
に
持

つ
「
燦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」

は
、コ
ロ
ナ
禍
前(

2
0
1
8

〜
1
9
年)

と
コ
ロ
ナ
禍
後

(

2
0
〜
2
3
年)

の
葬
儀
に

つ
い
て
調
査
し
た
。
家
族
葬

は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
す
で
に
59

%
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
後
は
71

%
に
達
し
た
。
昨
年
5
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
規
制
が

緩
和
さ
れ
て
も
、
家
族
葬
が

多
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い

と
い
う
。

　
業
界
で
は
家
族
葬
施
設
の

出
店
競
争
が
激
し
い
。
閉
店

し
た
コ
ン
ビ
ニ
を
使
う
例
も

目
立
つ
。
適
度
な
広
さ
で
、

床
の
段
差
が
な
く
、
主
要
な

道
路
沿
い
に
あ
る
。
燦
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
全
体

で
、
8
年
後
に
今
の
倍
以
上
の

2
1
0
施
設
を
目
標
に
す
る
。

　
葬
儀
の
形
や
葬
儀
業
界
は

変
化
を
続
け
て
き
た
。
名
古
屋

学
院
大
准
教
授(

死
の
社
会

学)

の
玉
川
貴
子
さ
ん
に
よ
る

と
、
戦
後
、
生
活
の
中
の
無
駄

や
ぜ
い
た
く
を
省
こ
う
と
す
る

「
新
生
活
運
動
」
が
起
き
、
葬

儀
も
花
輪
の
小
型
化
、
飲
食
の

簡
素
化
、
香
典
返
し
の
簡
略
化

が
唱
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
高

度
経
済
成
長
で
、
葬
儀
は
職

場
関
係
者
が
多
数
参
加
す
る

社
交
の
場
に
。
1
9
6
0
年
代

に
は
、
販
売
方
法
を
巡
る
苦
情

も
発
生
し
、
葬
儀
を
「
消
費
者

問
題
」
と
捉
え
る
考
え
方
が
登

場
し
た
。

　
こ
の
間
、
自
宅
で
の
葬
儀
か

ら
葬
祭
会
館
で
の
葬
儀
が
広

ま
っ
て
き
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
尊
重
や
、
集
合
住
宅
の
増
加

で
居
住
空
間
が
狭
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
理
由
だ
。「
家
族
の

生
活
と
儀
礼
の
場
所
を
分
け

る
よ
う
に
な
っ
た
」

　
2
0
0
9
年
ご
ろ
か
ら
「
終

活
」
と
い
う
言
葉
が
広
が
り
、

葬
儀
に
つ
い
て
生
前
に
考
え
る

傾
向
も
広
ま
っ
て
き
た
。
ス
ー

パ
ー
が
葬
儀
社
を
仲
介
す
る

な
ど
、
異
業
種
の
参
入
も
増
え

た
。
今
後
も
葬
儀
の
規
模
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
華
美
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
い
う
。「
参
列
者
が
減
り
、

葬
儀
の
単
価
は
下
が
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
事
前
の
相
談
や

遺
品
整
理
な
ど
、
葬
儀
の
前
後

に
事
業
を
広
げ
る
業
者
が
さ

ら
に
増
え
る
の
で
は
」
と
玉
川

さ
ん
は
話
す
。

　
自
宅
か
ら
家
族
で
故
人
を

見
送
る
例
も
あ
る
。「
自
宅
葬
」

を
専
門
に
手
が
け
る
鎌
倉
自

宅
葬
儀
社(

神
奈
川
県)

に
は

近
年
、
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し

て
い
る
と
い
う
。

　
東
京
都
町
田
市
の
女
性

(

5
7)

は
昨
年
1
2
月
、
8
4

歳
で
亡
く
な
っ
た
母
親
の
葬
儀

を
自
宅
で
行
っ
た
。「
日
常
に

近
い
形
で
母
を
見
送
り
た
か
っ

た
」
と
の
願
い
か
ら
だ
。

　
祭
壇
や
大
き
な
花
輪
は
な

し
。
母
は
気
に
入
っ
て
い
た
大

島
紬
を
着
て
、
赤
や
ピ
ン
ク
の

花
々
で
彩
っ
た
ひ
つ
ぎ
で
荼
毘

に
付
さ
れ
た
。
親
族
ら
1
0
人

ほ
ど
が
集
う
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た

式
だ
っ
た
。

　
同
社
の
自
宅
葬
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
馬
場
偲
さ
ん
は
「
家
族

葬
が
増
加
す
る
中
、
時
間
的
な

制
約
の
少
な
い
自
宅
で
、
よ
り

ゆ
っ
く
り
お
別
れ
を
し
た
い
と

い
う
人
も
い
る
。
終
活
が
広
が

り
、
親
や
自
分
の
葬
儀
を
ど
う

す
る
か
、
能
動
的
に
捉
え
る
人

が
増
え
て
き
た
印
象
が
あ
る
」

と
話
す
。

葬儀の形式と割合(%)
　　　　　　　　　　家族葬　一般葬　1日葬　その他
コロナ禍前　　　　　  

59　　  35　　　3　　　 3(2018年～19年 ) 

コロナ禍後　　　　　  
71　　  17　　　5　　　 7(2020年～23年 )

家族葬 (家族や親しい人中心 )
一般葬 (家族や親しい人のほか、仕事関係や地域の人も参列 )
1日葬 ( 通夜を省き、葬儀のみ1日で行う )
※燦ホールディングス調べ



1 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　8
3　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 6

マスコミ通信　mass communication report(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

結婚式場にサブスク型カルチャースクール  ―非日常から日常利用への転換を目指す―
　
平
安
セ
レ
モ
ニ
ー
株
式
会

社
（
上
越
市
）
は
、
新
潟
県
上

越
市
に
位
置
す
る
結
婚
式
場

お
よ
び
宴
会
場
「
D
u
o 

C
e
r
e
z
o
」
内
に
、
冠
婚

葬
祭
互
助
会
企
業
と
し
て
非

日
常
の
冠
婚
葬
祭
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
き
た
中
で
、
5

階
建
施
設
の
5
階
部
分
を
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
、「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ラ

イ
フ
・
ク
ラ
ブ 

デ
ュ
オ
・
セ
レ
ッ

ソ
上
越
店
」を
2
0
2
4
年
3

月
1
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ラ
イ
フ
・
ク

ラ
ブ 

デ
ュ
オ
・
セ
レ
ッ
ソ
上
越

店
」
は
、1
6
歳
以
上
の
各
世

代
の
「
健
康
と
生
き
が
い
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
多
様
な
学
び
の

機
会
を
提
供
す
る
施
設
で

す
。
3
つ
の
教
室
と
2
つ
の
ス

タ
ジ
オ
が
あ
り
、
約
4
0
種

類
の
講
座
を
い
く
ら
で
も
自

由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
提
供
い
た
し
ま
す
。

お
客
様
の
個
々
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
学
び
の

体
験
を
、
こ
こ
で
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
結
婚
式
場
の
調
理

ス
タ
ッ
フ
が
講
師
を
す
る
本

格
的
な
料
理
教
室
は
、
最
先

端
の
キ
ッ
チ
ン
設
備
を
利
用

し
て
、
料
理
の
楽
し
さ
と
技

術
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
予
約
不
要
で

利
用
可
能
な
サ
ー
キ
ッ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
完
備

し
、
健
康
維
持
に
も
寄
与
し

ま
す
。
活
動
後
は
ラ
ウ
ン
ジ

ル
ー
ム
で
の
ん
び
り
と
歓
談

し
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間

と
の
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
す
。

　
福
岡
に
誕
生
し
1
2
9
年

の
歴
史
を
持
つ
彩
苑
（
福
岡

市
）
で
は
、
地
域
貢
献
及
び

地
域
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
彩
り
を
創
出
す
る
た
め
に
、

定
期
的
に
「
彩
苑
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
た
く
さ
ん
の
域
内

外
の
パ
ン
が
集
結
す
る
「
パ
ン

特
集
」
を
テ
ー
マ
に
、
2
月

2
3
日
（
土
）
福
岡
み
な
み

斎
場
に
て
マ
ル
シ
ェ
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
毎
回
地
元

に
根
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
お

店
が
出
店
す
る
こ
と
に
定
評

が
あ
り
、
今
回
の
福
岡
み
な

み
斎
場
に
は
全
1
2
店
舗
の

パ
ン
屋
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
の
お
店
が
出
店
し
、
計

2
6
7
名
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
周
辺
に

パ
ン
屋
さ
ん
が
な
い
が
、
彩

苑
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い

て
び
っ
く
り
し
た
」
や
「
地
域

の
人
と
も
交
流
で
き
る
機
会

と
な
り
楽
し
め
た
」
な
ど
の

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
・
お
孫

さ
ん
と
共
に
ご
参
加
さ
れ
る

方
も
多
く
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
彩
苑
で
は
、
互
助
会
と
し

て
培
っ
て
き
た
支
え
あ
い
の

考
え
方
を
地
域
の
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
に
ま
で
発
展

さ
せ
、
生
き
が
い
や
楽
し
さ
と

い
う
「
彩
り
」
を
創
出
し
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
全
世
代

と
地
域
が
つ
な
が
る
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
彩
り
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、シ
ニ
ア
世
代
の
つ

な
が
り
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
推
し
活
俱
楽

部
」
や
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

憩
い
の
場
所
と
な
る
よ
う
な

「
彩
苑
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
を
随

時
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
2
月
2
7
日 

P
R 

T
I
M
E
S

（
平
安
セ
レ
モ
ニ
ー
株
式
会
社
）

地域の新しいコミュニティと彩りを創る「マルシェ」を開催

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
入
選
作
を
ご

紹
介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

「
円
よ
り
も 

縁
を
集
め
る 

集
活
に
」　

（
あ
ま
た 

埼
玉
県 

6
0
歳
）

終
活
に
お
け
る
人
間
関
係
や
、

つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
見
事
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、

お
金
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

言
葉
遊
び
と
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
組
み
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す
。

「
終
活
を

始
め
て
父
が 

若
返
り
」　

（
な
に
わ
男
爵 

兵
庫
県 

4
1
歳
）

終
活
に
夢
中
に
な
り
、
生
き
い

き
と
輝
い
て
い
る
お
父
様
の
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
の
お
父

様
が
終
活
に
取
り
組
む
原
動
力

も
、
き
っ
と
「
子
ど
も
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
」
と
い
う
、
お
子

さ
ま
へ
の
愛
情
な
の
で
し
ょ
う
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

2
0
2
4
年
3
月
7
日

P
R 

T
I
M
E
S

（
株
式
会
社
渕
上
フ
ァ
イ
ン
ズ
）
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マスコミ通信　mass communication report

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
年
）

昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
年
）

昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
年
）

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
年
）

平
成
四
年（
一
九
九
二
年
）

平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

明
治
七
年（
一
八
七
四
年
）

平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

文
久
元
年（
一
八
六
一
年
）

昭
和
二
年（
一
九
二
七
年
）

平
成
十
一
年（
一
九
九
九
年
）

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
年
）

寛
政
二
年（
一
七
九
〇
年
）

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
年
）

弘
安
七
年（
一
二
八
四
年
）

平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
年
）

令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
年
）

元
和
二
年（
一
六
一
六
年
）

昭
和
三
年（
一
九
二
八
年
）

平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
年
）

昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

一

日

（
月
）

二

日

（
火
）

三

日

（
水
）

四

日

（
木
）

五

日

（
金
）

六

日

（
土
）

八

日

（
月
）

九

日

（
火
）

十

日

（
水
）

十
一
日
（
木
）

十
二
日
（
金
）

十
三
日
（
土
）

十
四
日
（
日
）

十
五
日
（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
火
）

二
十
四
日
（
水
）

二
十
五
日
（
木
）

二
十
六
日
（
金
）

二
十
七
日
（
土
）

二
十
二
日
（
月
）

二
十
九
日
（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日
（
日
）

平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
年
）

昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
年
）

七

日

（
日
）

   

）

 

 

 

 

 
 

 

  

（

）
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

友
引

友
引

友
引

 

 

友
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(4)  
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マスコミ通信　mass communication report(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
年
）

昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
年
）

昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
年
）

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
年
）

平
成
四
年（
一
九
九
二
年
）

平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

明
治
七
年（
一
八
七
四
年
）

平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

文
久
元
年（
一
八
六
一
年
）

昭
和
二
年（
一
九
二
七
年
）

平
成
十
一
年（
一
九
九
九
年
）

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
年
）

寛
政
二
年（
一
七
九
〇
年
）

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
年
）

弘
安
七
年（
一
二
八
四
年
）

平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
年
）

令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
年
）

元
和
二
年（
一
六
一
六
年
）

昭
和
三
年（
一
九
二
八
年
）

平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
年
）

昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

一

日

（
月
）

二

日

（
火
）

三

日

（
水
）

四

日

（
木
）

五

日

（
金
）

六

日

（
土
）

八

日

（
月
）

九

日

（
火
）

十

日

（
水
）

十
一
日
（
木
）

十
二
日
（
金
）

十
三
日
（
土
）

十
四
日
（
日
）

十
五
日
（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
火
）

二
十
四
日
（
水
）

二
十
五
日
（
木
）

二
十
六
日
（
金
）

二
十
七
日
（
土
）

二
十
二
日
（
月
）

二
十
九
日
（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日
（
日
）

平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
年
）

昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
年
）

七

日

（
日
）

   

）

 

 

 

 

 
 

 

  

（

）
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友
引
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●
大
学
時
代
に
、
小
学
校
か
ら

の
幼
馴
染
が
交
通
事
故
で
亡
く

な
り
通
夜
の
晩
、
同
級
生
た
ち

と
寝
ず
の
番
を
し
ま
し
た
。
夜

通
し
、
故
人
と
の
思
い
出
話
に

華
を
咲
か
せ
て
い
た
の
で
、
寂

し
い
思
い
は
さ
せ
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
翌
日
の
葬

儀
、
寝
ず
の
番
を
し
た
僕
た
ち

同
級
生
は
、
お
坊
さ
ん
の
読
経

に
寝
落
ち
し
て
い
ま
し
た
…
。

●
母
の
葬
儀
、
母
親
の
友
人
が

非
常
に
感
動
的
な
弔
辞
を
読

み
上
げ
、
周
囲
は
皆
す
す
り
泣

き
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

と
き
喪
主
の
父
親
が
私
に
「
お

い
、
補
聴
器
の
電
池
切
れ
た
。

あ
の
人
、
何
喋
っ
た
の
か
全
然

わ
か
ら
ん
か
っ
た
わ
」
と
。
本

人
は
耳
打
ち
の
つ
も
り
だ
っ
た

ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
難
聴
の

人
っ
て
声
が
で
か
い
ん
で
す
よ

ね
。周
り
に
声
が
ダ
ダ
漏
れ
で
、

す
す
り
泣
き
な
が
ら
ク
ッ
ク
ッ

と
笑
い
を
こ
ら
え
る
音
も
混
ざ

り
、
異
様
な
空
気
で
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

(6)  (6)  

　
日
本
人
は
、く
つ
ろ
ぐ
時

に
は
横
座
り
や
あ
ぐ
ら
を
す

る
。
学
校
の
体
育
の
授
業
に

取
り
入
れ
ら
れ
た「
体
育
座

り
（
三
角
座
り
）」の
よ
う
な

比
較
的
楽
な
座
り
方
も
あ

る
。
最
大
の
難
関
が「
正
座
」

で
、
外
国
人
の
み
な
ら
ず
、

日
本
人
も
苦
手
と
す
る
人
が

少
な
く
な
い
。
両
膝
を
折
り

曲
げ
、
上
半
身
の
全
体
重
を

ふ
く
ら
は
ぎ
か
ら
か
か
と
に

乗
せ
る
の
で
、
血
行
が
悪
く

な
っ
て
足
が
し
び
れ
て
し
ま

う
。
そ
れ
な
の
に
、
仏
事
な

ど
の
か
し
こ
ま
っ
た
場
面
で

は
、
正
座
を
求
め
ら
れ
る
の

だ
。
し
き
た
り
と
し
て
幼
い

頃
か
ら
教
え
込
ま
れ
る
の
で
、

日
本
人
は
あ
ま
り
深
く
考
え

ず
に
足
を
し
び
れ
さ
せ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
外
国
人
な
ら

「
こ
ん
な
、セ
ル
フ
責
め
苦
の

よ
う
な
ポ
ー
ズ
が
、な
ぜ
『
正

し
い
座
り
方
』
な
の
か
？
」

と
疑
問
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　
中
世
ま
で
の
日
本
で
は
、

か
し
こ
ま
っ
た
場
で
も
あ
ぐ

ら
や
立
て
膝
を
し
て
い
た
。

現
在
の
正
座
は
「
危
座
（
き

ざ
）」
と
呼
ば
れ
、
あ
ま
り
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

危
座
の
「
危
」
は
、
崖
の
上
か

ら
下
を
の
ぞ
き
込
む
人
を
表

す
象
形
文
字
で
、「
危
う
い
」

と
い
う
意
味
も
持
つ
。
尻
を

直
接
床
に
着
け
ず
、
座
高
も

高
く
な
る
こ
と
が
由
来
の
よ

う
だ
。
実
際
、
昔
は
罪
人
な

ど
に
長
時
間
の
危
座
を
さ
せ
、

自
白
や
反
省
を
促
し
た
と
い

う
か
ら
、せ
っ
か
ん
的
な
要

素
を
持
つ
。
説
教
を
受
け
た

り
謝
罪
し
た
り
す
る
際
に
正

座
を
す
る
の
は
、
そ
の
名
残

り
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
危
座
を
「
正
式
な

座
法
」
に
し
た
の
は
、
戦
国

の
世
を
平
定
し
た
徳
川
将
軍

家
。
そ
の
目
的
は
、謁
見（
え
っ

け
ん
）
相
手
の
足
を
し
び
れ

さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い

う
。
危
座
を
さ
せ
れ
ば
、
相
手

は
す
ぐ
に
立
ち
上
が
れ
な
い
た

め
、い
き
な
り
襲
い
掛
か
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
危
座

す
る
側
も
、
将
軍
や
幕
臣
、
上

役
に
対
し
、「
逆
ら
う
意
志
な

ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
姿
勢
で

恭
順
の
意
を
示
せ
た
の
だ
。
そ

れ
は
大
名
を
通
じ
て
全
国
へ
、

ま
た
武
家
と
茶
会
な
ど
で
交
流

し
た
商
家
が
ま
ね
た
こ
と
で
、

目
上
の
人
に
敬
意
を
示
す
座
り

方
と
し
て
町
人
層
に
も
浸
透
し

て
い
く
。
そ
の
広
ま
り
に
は
、

自
然
と
背
筋
が
伸
び
、
姿
勢
が

良
く
な
る
と
い
う
利
点
も
寄
与

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
地
面
に
膝
を
つ
く
姿
勢
は
、

神
仏
を
拝
す
る
作
法
と
し
て
世

界
中
で
見
ら
れ
る
が
、
相
手
に

敬
意
を
払
う
た
め
の
正
座
は
日

本
な
ら
で
は
。こ
う
し
た
武
家

礼
法
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
、

徳
川
幕
府
2
6
4
年
の
天
下
泰

平
の
一
助
と
な
っ
た
。

ル
ー
ツ
は
法
隆
寺
に
あ
り

　
日
本
で
仏
壇
が
祀
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

1
3
0
0
年
ほ
ど
昔
の
天
武

天
皇
の
命
が
き
っ
か
け
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
隆
寺

に
あ
る
「
玉
虫
厨
子
」
は
日

本
の
仏
壇
の
ル
ー
ツ
的
存
在

と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
頃
は
貴
族
や
役
人
な
ど
ご

く
一
部
の
人
だ
け
が
祀
っ
て

い
ま
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
中

国
の
儒
教
の
祭
具
だ
っ
た
位

牌
が
禅
僧
た
ち
に
よ
っ
て
日

本
に
持
ち
込
ま
れ
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
室
町
時
代
に

は
、
浄
土
真
宗
の
蓮
如
上
人

が
多
く
の
人
に
お
仏
壇
を
持

つ
こ
と
を
勧
め
た
た
め
、
仏

壇
が
一
般
信
者
の
間
に
も
広

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
書
院

造
り
」
と
い
う
住
宅
形
式
が

で
き
、
そ
こ
で
「
床
の
間
」

が
作
ら
れ
ま
す
。
床
の
間
に

は
仏
画
を
掛
け
た
り
、
仏
具

を
置
い
て
礼
拝
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

庶
民
の
間
に
広
ま
っ
た
の

は
江
戸
時
代
か
ら

　
全
国
的
に
庶
民
が
お
仏
壇

や
お
位
牌
を
祀
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
で

す
。
そ
こ
か
ら
現
在
に
つ
な

が
る
伝
統
が
作
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
な
お
、
仏
教
と
先

祖
信
仰
や
葬
式
が
強
く
結
び

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
で
あ

る
檀
家
制
の
影
響
が
強
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

仏
壇
と
は
、
家
の
中
に
あ

る
お
寺
の
よ
う
な
存
在

　
お
仏
壇
は
、
ご
先
祖
様
や

亡
く
な
っ
た
親
族
を
お
祀
り

す
る
た
め
の
も
の
…
と
い
う

認
識
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

「
仏
壇
」
の
本
来
の
意
味
は
、

文
字
通
り
、
仏
像
や
仏
具
を

飾
り
、
仏
様
を
祀
る
台
の
こ

と
で
す
。
家
庭
の
お
仏
壇
は
、

寺
院
に
あ
る
お
仏
壇
（
内
陣
）

を
小
型
化
し
、
厨
子
と
一
体

化
し
て
箱
に
し
た
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
お
仏
壇
は
家
の

中
の
お
寺
の
よ
う
な
存
在
と

も
言
え
ま
す
。

1718

い
い
仏
壇
H
P
よ
り

n
i
p
p
o
n
・
c
o
m 

H
P
よ
り

仏
壇
の
歴
史
と
意
味

正
座
を「
正
し
い
座
り
方
」

に
し
た
徳
川
幕
府
の
知
恵
1/2
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【
ル
ポ
　
無
縁
遺
骨
　

誰
が
あ
な
た
を
引
き

取
る
か
】

著
者
／
森
下
香
枝

出
版
／
朝
日
新
聞
出
版

2
0
2
2
年
7
月
、
都
内
の

病
院
で
死
去
し
た
女
優
・
島

田
陽
子
さ
ん
の
遺
体
の
引

き
取
り
手
は
な
く
、
居
住
区

だ
っ
た
東
京
都
渋
谷
区
が

引
き
取
り
火
葬
し
た
。
2
1

年
度
、
自
治
体
が
遺
体
を

葬
っ
た
ケ
ー
ス
は
約

8
6
0
0
件
に
上
る
。
高
齢

化
と
孤
立
化
で
「
無
縁
遺

骨
」
に
な
る
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
る
。
そ
の
実
態
と
墓

じ
ま
い
の
現
状
を
追
う
。

葬儀用アイテム & 書籍 あれこれ…

2
0
2
4
年
2
月
2
7
日

P
R 

T
I
M
E
S

(

有
限
会
社
稲
垣
塗
装
所)

2
0
2
4
年
1
月
3
0
日 

@
P
r
e
s
s(

日
伸
貿
易
株
式
会
社)

故
人
や
ご
先
祖
、
思

い
の
詰
ま
っ
た
仏
壇

を
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
創
業
5
0
年
の
歴
史
を
持

つ
仏
壇
製
造
業
、
有
限
会
社

稲
垣
塗
装
所（
静
岡
市
）は
、

仏
壇
の
買
い
換
え
や
手
放
す

際
の
新
し
い
選
択
肢
と
な
る

仏
壇
供
養
サ
ー
ビ
ス「
結
壇

（
Y
u
i
d
a
n
）」を
開
始

し
ま
す
。
核
家
族
化
や
住

宅
事
情
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
っ
て
、

実
家
や
自
宅
に
あ
る
大
型

仏
壇
の
処
分
に
つ
い
て
悩

む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
置
く
場
所
は
な
い
け
れ

ど
、
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
仏
壇
を
廃
棄
す
る
の

は
心
が
痛
む
」
と
い
う
声

を
受
け
、
保
有
す
る
仏
壇

の
一
部
を
利
用
し
て
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
の
仏
壇
へ
と
作

り
変
え
る
「
結
壇
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。「
結
壇
」
は
、

大
切
な
仏
壇
の
歴
史
を
親

か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
結

ん
で
い
き
ま
す
。

時
代
が
求
め
る
新
次

元
の
見
守
り
デ
バ
イ
ス

　
日
伸
貿
易
株
式
会
社

(

東
京
都)

は
、
I
o
T
通

信
機
能
を
搭
載
し
た
最
先

端
見
守
り
セ
ン
サ
ー
「
デ
ナ

リ
・
ボ
ッ
ツ
」を
販
売
開
始

し
ま
し
た
。
デ
ナ
リ
・
ボ
ッ

ツ
は
、
高
精
度
の
C
O
2
、

温
度
、湿
度
セ
ン
サ
ー
と

S
I
M
に
よ
る
通
信
機
能

を
搭
載
し
た
I
o
T
デ
バ

イ
ス
で
す
。

　
こ
の
デ
バ
イ
ス
は
、
人
間

の
呼
吸
に
よ
っ
て
排
出
さ

れ
る
C
O
2
を
計
測
し
て

人
の
在
・
不
在
を
検
知
し
、

専
用
ア
プ
リ
で
通
知
し
ま

す
。コ
ン
セ
ン
ト
に
挿
し
込

む
だ
け
で
簡
単
に
設
置
で

き
、
遮
蔽
物
が
あ
っ
て
も

検
知
で
き
る
た
め
、
カ
メ
ラ

を
設
置
し
づ
ら
い
場
所
で

も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

つ
つ
、
見
守
り
、
防
犯
、
環

境
セ
ン
サ
ー
、
孤
独
死
対

策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

用
途
に
活
用
で
き
ま
す
。

遺
影
写
真

作
成
ア
プ
リ
５
選

　
終
活
で
準
備
し
て
お
き

た
い
も
の
の
一
つ
が「
遺
影
」

で
す
。
遺
影
は
お
葬
式
後

も
四
十
九
日
や
お
盆
で
使

用
す
る
場
合
が
多
く
、ず
っ

と
遺
影
を
飾
ら
れ
る
ご
家

庭
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自

分
で
納
得
の
い
く
写
真
を

選
び
、
早
め
に
用
意
し
て

お
く
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

遺
影
写
真
の
画
像
を
自
分

で
作
成
で
き
る
ア
プ
リ
５

フ
ォ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
ミ
ッ
ク
ス

／
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ト
／

フ
ォ
ト
レ
イ
ヤ
ー
ズ
／
ピ
ッ

ク
コ
ラ
ー
ジ
ュ

　
仏
壇
の
処
分
方
法
を
決

め
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど

お
ら
ず
、
引
っ
越
し
や
実

家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
大

き
す
ぎ
る
仏
壇
の
処
分
に

つ
い
て
悩
む
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
お
手
持
ち
の
仏

壇
を
し
っ
か
り
と
供
養
し

た
上
で
、コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ

ズ
に
作
り
替
え
る
「
結
壇
」

は
、
多
く
の
人
が
求
め
て
い

る
仏
壇
処
分
の
新
し
い
か

た
ち
と
言
え
ま
す
。

　
お
客
様
の
ご
希
望
の
大

き
さ
や
形
へ
の
作
り
替
え

も
可
能
で
す
。
漆
や
籐
の

伝
統
作
家
が
作
っ
た
、
芸

術
性
の
高
い
世
界
に
一
つ
の

「
ア
ー
ト
仏
壇
」へ
の
作
り

替
え
も
可
能
で
す
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

楽
天
ブ
ッ
ク
ス
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
こ
れ
か
ら
の
供
養
の

か
た
ち
】

著
者
／
井
出 

悦
郎

出
版
／
祥
伝
社

　供
養
の
形
は
時
代
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
が
、
故
人
を
偲

ぶ
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
供
養
な
ら
家

族
は
納
得
し
、
関
係
者
は
満

足
す
る
の
か
。
新
し
い
供
養

の
形
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
本
書
は
、
供
養
の
英
知

を
持
つ
多
く
の
僧
侶
に
力

を
借
り
、
現
代
に
お
け
る
死

者
と
の
つ
な
が
り
、
供
養
と

い
う
営
み
に
つ
い
て
考
察

し
、一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

理
想
の
供
養
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

Photo　Director HP より

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。
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１日（1952年）

作者は手塚治虫。1968
まで続く人気漫画に。
1963年にはアニメ化さ
れ、平均視聴率30%を
超える人気を博した。

2日（1922年）

日本の週刊誌の老舗。
同年2月25日に創刊。3
月は5・15・25日に発売
され、この日より週刊化
された。

3日（1961年）

5分間の音楽番組。「山
口さんちのツトム君」や
「切手のないおくりも
の」等のヒット曲が生ま
れた。

4日（1978年）

人気アイドル歌手グルー
プのキャンディーズが、
後楽園球場で解散コン
サートを行う。

7日（1947年）

労働時間や賃金、休日
など労働に関する諸条
件を規定した「労働基
準法」が公布される。

8日（1900年）

山陽鉄道（現：JR）で日
本初の寝台車の使用を
開始。定員は16人で上
下2段式の寝台。

9日（1667年）

パリのパレロワイヤル
で世界初の美術展が開
催される。のちに「美術
展の日」と制定される。

10日（1959年）

明仁様（現：天皇）と美
智子様（現：皇居）がご
結婚され「ミッチーブー
ム」が頂点に達する。

13日（1888年）

東京・上野に日本初の珈
琲専門店「可否茶館」
が開店。コーヒー一杯
の値段は1銭5厘。

14日（1912年）

イギリスの豪華客船「タ
イタニック号」が沈没。
2000人を超える乗客・
乗組員のうち約1500人
が犠牲になった。

15日（1983年）

千葉・浦安にある東京
ディズニーランドが開
園。日本の代表的な
テーマパークとなる。

16日（1988年）

スタジオジブリ制作の
長編アニメ。テレビ放映
も繰り返し行われ高視
聴率を記録している。

19日（1800年）

日本全国を測量し地図
を作成した伊能忠敬が、
蝦夷地の測量に出発。こ
のことから「地図の日」
定められている。

20日（1901年）

大正の教育者の成瀬仁
蔵によって日本で最初
の女子大学「日本女子
大学」が開校される。

21日（1934年）

ハチ公の飼い主だった
東京大学の故上野教授
の夫人と、当時まだ生
きていたハチ公も参
加。

22日（1950年）

「ミス日本コンテスト」
が開催。最初の受賞者
は、後に映画女優として
活躍した山本富士子。

25日（1963年）

国鉄大阪駅前に完成。
子供たちを交通事故か
ら守ろうと「大和ハウ
ス」が寄贈したもの。

26日（1959年）

巨人の王貞治が初ホー
ムランを打つ。それまで
開幕以来26試合連続無
安打という成績だっ
た。

5日（1958年）

3番サードで先発出場
するが、国鉄スワローズ
の金田正一投手に4打
席連続三振を喫する

6日（1975年）

クイズ番組「パネルクイ
ズアタック25」の放送
が開始される。初代司
会者の児玉清は36年間
司会を務めた。

11日（1974年）

ボクシングの世界チャン
ピオンにガッツ石松が勝
利したときにとったポー
ズ。後に流行語となっ
た。

12日（1961年）

ソ連で有人宇宙衛星船
の打ち上げに成功。ガ
ガーリンの「地球は青
かった」は当時の流行
語に。

17日（1947年）

国民に安定した雇用機
会を確保することを目
的とした施設。厚生労
働省が設置。

18日（1885年）

「特許法」の前身「専売
特許条例」が公布。第1
号は「錆止め塗料とそ
の塗り方」の特許であっ
た。

23日（1914年）

「森永製菓」がポケット
用箱入りミルクキャラメ
ルを発売。値段は今の
価値に換算すると約千
円。

24日（1932年）

目黒競馬場で「第1回東
京優駿大競走」（現：日
本ダービー）が開催され
る。

29日（1942年）

「新交響楽団」の運営
にNHKが参画。「日本
交響楽団」（NHK交響
楽団」の前身）に改称す
る。

30日（1960年）

ソニーが世界初の直視
型トランジスタテレビ
を発売。当時、パーソナ
ル使用は先進的商品。

27日（1917年）

京都～東京間で「東海
道五十三次駅伝競走」
が行われる。日本の陸
上競技・駅伝の始ま
り。

28日（1937年）

第1回文化勲章の授与
式が行われ、長岡半太郎
（物理学）、木村栄（天
文学）らが受賞する。

４月（卯月・April）

鉄腕アトム
連載開始

週刊朝日が
週刊化される

みんなのうた
放送開始

キャンディー
ズ解散

労働基準法
公布

日本初寝台車
の使用開始

長嶋茂雄公式
戦デビュー

アタック25
放送開始

世界初の
美術展開催

皇太子と美智
子様ご結婚

日本初の珈琲
専門店開店

タイタニック
号沈没

ガッツポーズ
誕生

世界初の有人
宇宙飛行船

ディズニーラ
ンド開園

となりのトト
ロ劇場公開

伊能忠敬が
測量に出発

日本初の女子
大学開校

公共職業安定
所発足

専売特許条例
公布

忠犬ハチ公の
銅像除幕式

第1回ミス日本
開催

日本初の横断
歩道橋完成

王貞治が
初ホームラン

森永がキャラ
メルを発売

日本ダービー
開催

日本交響楽団
創立

世界初トラン
ジスタテレビ

日本初の駅伝
大会開催

第1回文化勲
章授与式

(８)  




